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年
頭
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
テ
ー
マ
】
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
ヒ
ン
ト
」

～
人
と
人
、
夫
婦
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
～

令和３・１月 2

社
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祉
法
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余
市
町
社
会
福
祉
協
議
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会
長　

安
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雄

　

令
和
三
年
の
新
春
を
皆
様
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
、
皆
様
方
に
は
本
会
の
地
域
福
祉
推
進
事
業
各
般
に
亘
り
、
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
と
し
て

輝
か
し
い
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
暖
冬
で
穏
や
か
な
お
正
月
で
し
た
が
、
二
月
以
降

は
世
界
規
模
で
発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な

り
、
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
様
々
な
活
動
が
自
粛
・
中
止
と
な
り
経
済
へ

の
影
響
も
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
内
に
お
い
て
は
、
昨
年
暮
れ
か
ら
の
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
、
年
末
年
始
の

飲
食
等
の
自
粛
要
請
が
か
け
ら
れ
、
例
年
と
は
違
っ
た
お
正
月
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と

●年頭のご挨拶

思
い
ま
す
が
、
今
一
度
一
人
ひ
と
り
が
感
染
対
策
を
徹
底
し
、
み
ん
な
で
支
え
合
い
な

が
ら
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
一
日
も
早
く
「
日
常
の
社
会
生
活
」
に
戻
る
こ
と
を
切

に
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
「
誰
も
が
安
心
し
て
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
」
を
目
指
し
て
、
各
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
た
な
地
域
課
題
の
把
握
に
努
め
る
と
共
に
、
関
係
各
位
と
の
連
携
の
下
、
よ
り
地
域

に
求
め
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
、
地
域
の
た
め
に
そ
の
役
割
を
発
揮
し

て
い
け
る
よ
う
、
役
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本
町
の
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
も
早
く
収
束
し
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

特
集

令
和
２
年
度

福

祉

講

演

会

■
と　

き　

10
月
10
日（
土
）　

■
と
こ
ろ　

余
市
町
中
央
公
民
館



●令和２年度福祉講演会

令和３・１月3

日
本
の
総
人
口
が
減
少
す
る
中
、
２
０
６
５
年
に
は
２
・
６
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
、
４
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
政

府
で
は
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
を
実
現

す
る
政
策
の
検
討
会
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
急
速
な
少
子

高
齢
化
に
よ
り
地
域
社
会
が
変
容
す
る
中
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
協
働
し

と
も
に
支
え
合
い
、
生
活
に
生
き
が
い
を
見
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
等
、

本
年
度
は
、
長
年
高
齢
社
会
に
お
け
る
様
々
な
取
材
を
通
し
て
体
感
し
て

き
た
“
人
生
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
”

を
福
田
先
生
か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●「人生100年時代」において…
　１あなたは「老後」に不安はありますか？

２不安として抱えていることは何ですか？
　※１で「不安はある」と答えた方（複数回答可）

３老後への不安を解消するために取り組んでいること
　はありますか？（複数回答可）
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その他
地域との関係性

社会からの疎外感
住まい

配偶者・家族との関係
終活（相続・墓等）

両親の介護
配偶者の介護
★寝たきり

脳血管疾患や心疾患などの疾患
★自分自身の介護

★認知症
お金
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その他
特に具体的には何もしていない
地域コミュニティへの参加（区会・婦人会等）

介護に関する情報収集
終活に関する情報収集

ダイエット
財産運用

家族団らんの時間を持つ
貯蓄

趣味を持つ
適切な睡眠

★日常的な運動
★定期的な通院・健康診断

★食生活

講師からのキーワード

❖生きがいのポイント
①自分の能力を発揮できる
②自分の居場所がある、仲間がいる
③人に評価される、人に喜ばれる

【主催】社会福祉法人余市町社会福祉協議会　【後援】余市町／余市町老人クラブ連合会／余市町区会連合会
余市町民生委員協議会／余市町地域包括支援センター／余市町在宅介護支援センター／北海道新聞社余市支局

年代別
不安はある
（30名）

特に不安は
ない（８名）

どちらともい
えない（９名） 計

男 女 男 女 男 女 男 女
30代 １ １

50代 １ １

60代 ３ ５ １ ３ ７ ５

70代 ２ 12 ５ １ ２ ３ 19

80代 ２ ５ ２ １ １ ３ ８

計 ８ 22 １ ７ ６ ３ 15 32

〈講師〉福 田 淳 一 氏
フリー記者・シニアライフ評論家
（元北海道新聞・編集委員）

※今回は、新型コロナウイルス感染拡大防止にともなう会場の人数制限により、先着50名様とさせていただきました。

参加者アンケート結果～老後に関する項目のみ抜粋～
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私
た
ち
も
応
援
し
て
い
ま
す

み
ん
な
の
思
い
が
地
域
の
チ
カ
ラ
に
・
・
・

一 般 会 員
）

社会福祉に理解や
関心がある方なら
どなたでも

法人・団体会員

（団体一 円以上）
社会福祉に理解ある
企業、事業所、
団体、施設等

令
和
２
年
度
社
協
会
費
納
入

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は

皆
様
か
ら
の
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す

　令和２年度社協会費について、多くの町民の皆様からご協力頂きありがとう
ございました。福祉委員をはじめ区会関係者の皆様には、会員加入にあたり
ご協力頂きまして心よりお礼申し上げます。

会員加入とは…
地域福祉推進に取組む社協の
運営やサービスの参加・協力を
財政面でお願いするものです。

第19期福祉委員 48名（任期：令和２年４月１日～令和４年３月31日）

区会名 世帯数 会費納入額 福祉委員 入会
戸数

大 川 １ 59 30，000 山 崎 直 子 60
大 川 ２ 59 15，000 内 海 久 子 30
大 川 ３ 70 34，000 佐々木順子 68
大 川 ４ 76 27，000 阿部美智子 54
大 川 ５ 112 39，500 中 谷 常 子 70
大 川 ６ 232 8，000 羽二生　茂 16
大 川 ７ 360 141，500 岡 部 英 治 283
大 川 ８ 295 106，000 山 口 明 男 212
大 川 ９ 156 39，500 石 坂 君 子 77
大浜中西 203 25，000 田 中 靖 浩 50
大浜中東 339 146，000 目 黒 一 男 291
栄　　町 121 50，000 中 野 幸 子 100
小　計 2,082 661，500 1,311

大川地区　副委員長 山崎直子氏（大川１）

区会名 世帯数 会費納入額 福祉委員 入会
戸数

朝 日 町 117 38，500 西野たい子 77
入 舟 １ 46 15，800 松 本 　 文 32
入 舟 ２ 172 63，000 島 田 貢 行 116
山 田 町 320 128，250 室 原 盛 利 261
美 園 町 271 90，000 小路口博康 180
浜中モイレ台 120 37，000 松原ひとみ 74
小　計 1,046 372，550 740

中央地区　副委員長 松本　文氏（入舟１）

区会名 世帯数 会費納入額 福祉委員 入会
戸数

黒 川 １ 105 20，000 北 村 博 明 40
黒 川 ２ 43 35，000 梁 川 英 一 70
黒 川 ３ 75 30，000 住 吉 律 子 60
黒 川 ４ 73 25，500 齊 藤 秀 敏 36
黒 川 ５ 122 50，000 山 﨑 時 雄 100
黒川６南 167 20，000 今 堀 文 恵 40
黒川６中央 158 20，000 今 堀 小 枝 40
黒川６北 287 55，000 弘 津 明 子 110
黒川７南 320 139，000 加 我 秀 一 278
黒川７北 260 50，000 柴 山 昭 二 100
黒川八幡 497 169，500 金 澤 雅 志 338
共　　栄 304 89，000 市 川 靖 雄 178
黒 川 ８ 193 50，000 木 村 　 豊 100
登　　町 94 20，000 古 川 正 幸 40
小　計 2,698 773，000 1,530

黒川地区　副委員長　北村博明氏（黒川１）

区会名 世帯数 会費納入額 福祉委員 入会
戸数

浜 中 町 100 41，000 佐 藤 裕 一 71
沢 町 １ 77 30，500 得田喜代美 58
沢 町 ２ 213 50，000 大 野 哲 嗣 100
沢 町 ３ 31 14，000 小 山 邦 彦 28
富 沢 １ 163 47，000 酒 井 近 義 94
富 沢 ２ 133 44，000 合 田 　 勲 88
富 沢 ３ 146 41，500 富塚美保子 83
富 沢 ４ 249 91，000 坂 本 重 徳 182
港　　町 196 50，000 櫻 井 　 豊 100
梅 川 １ 38 14，500 内 田 豊 明 29
梅 川 ２ 97 37，000 馬 場 有 里 74
梅川団地 86 ──── 欠　員
豊 丘 町 72 20，000 佐 藤 修 一 40
白 岩 町 8 4，000 葛 西 重 行 8
潮 見 町 3 1，500 成 田 嘉 藏 3
豊 浜 町 17 8，500 工藤久美子 17
小　計 1,629 494，500 975

Ｒ２合計 7,455 2，301，550 4,556

西部地区　副委員長 酒井近義氏（富沢１）

福祉委員長 室原 盛利氏（山田町）
（単位：円）

　
余
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
た
民
間
の
団
体

で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
事
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域

の
福
祉
推
進
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
費
は
、
社

協
が
実
施
す
る
地
域
福
祉
事
業
の
人
件

費
を
除
い
た
事
業
経
費
の
大
切
な
財
源

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

●令和２年度社協会費

4令和３・１月

もしものとき安心と信頼の全国ネット

if共済会取扱加盟店
●経済産業大臣認可 全国葬祭業協同組合連合会
●国土交通大臣認可 全国霊柩自動車協会 加盟店年中無休24時間営業

さくらホール大川

すずらんホール

各宗派御葬儀式場
冷暖房完備・駐車場完備

最大収容人数500名

余市町黒川町13－10－1 ☎21－4499
最大収容人数150名

余市町大川町3－79　☎48－9494☎22-3254

－葬儀全般お手伝い承ります－（受付･司会･会計）

余市町黒川町12-83-4（本社）
FAX23-4241

㈲余市葬祭社
 中 道 造 花 店
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ヘアーモードライト
すみれ美容室
ビューティサロンマリアン
グループホームポランの家
鮨ブッフェダイニングふじ
ジュン美容室
井上商店
聖城館
成田ふとん店
みなと下宿
まるやま下宿

令和２年度
法人・団体会員のご紹介

社協会費納入ありがとうございました

278，000円（一口1，000円）

144，500円（一口500円）

大 川 地 区　（６社）

吉野包装資材店
㈲服部葬儀社
㈱越智自動車
赤石建設㈱
㈱おおはし
和田建設工業㈱

黒 川 地 区　（17社）

医療法人社団荒木歯科医院
中道仏壇店
余市商工会議所
㈱ホンダ
㈲柿崎商店

㈱高橋配管設備
小樽つばめ交通㈱余市支店
㈱平塚三郎商店
余市精菱機械㈱
㈱プロファイル
イオン北海道㈱イオン余市店
後志環境管理㈱
中井金物㈱
社会福祉法人北海道社会事業協会余市病院
中村建設㈱
行政書士･山本勝美事務所
医療法人社団修徳会林病院

西 部 地 区　（11社）

糠塚水産㈱

㈱菊地石油
田中内科医院
余市建設業協会
中山建設㈱
坂本商事㈱
㈱関組
㈱サンリバーはせがわ
河辺石油㈱余市営業所
余市郡漁業協同組合
余市水産加工業協同組合

特別養護老人ホームフルーツシャトーよいち
社会福祉法人徳風会養護老人ホームかるな和順
社会福祉法人徳風会ほうりゅうじ保育園
ＮＰＯ法人余市はまなす
余市手話会
余市町赤十字奉仕団
社会福祉法人小樽四ツ葉学園/余市幸住学園
社会福祉法人小樽四ツ葉学園/余市豊浜学園
余市町老人クラブ連合会
余市町民生委員協議会
余市町民生委員ＯＢ会
余市更生保護女性会
余市町認知症の人を支える家族の会
余市地区保護司会
余市ＢＢＳ会
余市医師会
余市町身体障害者福祉協会
余市仏教会

余市青年会議所
余市町地域子ども会育成連絡協議会
余市町区会連合会
余市町食生活改善推進員会
余市町ＰＴＡ連合会
公益社団法人余市町シルバー人材センター
ＮＰＯ法人しりべし地域サポートセンター/コミュニティ茶屋
ＮＰＯ法人しりべし圏域総合支援センター
公民館サークル本のひろば
余市町心身に遅れをもつ子と共に歩む会
ＮＰＯ法人樹の杜
社会福祉法人惠盛会希望の家
認定ＮＰＯ法人ふまねっと余市支部ふまねっと余市りんごっこ
（加入順）

領収証の中から会社名で記載されているものを抜粋しておりますので、掲載漏れ等がございましたらご容赦頂きます様お願い致します。

法人会員の登録はしていないが、区会を通じて納入頂いた会社など

大川地区 城野電機工業㈱
プチホテルノースショア
パーラービクトリア余市店
余市川温泉㈱
フジタ美容室
フルサワ美容室入舟店
いいの接骨院

ラ・プラス
佐藤下宿

㈲ドラックストアーさとう
プロショップかわぐち
花輪動物病院
下山電気商会㈲
みらく食堂
三木電気㈲
菊寿し
さいとう美容室
宮谷菓子店
宮川呉服店
菊地理容所

畑中理容所
木村ストアー
堀川管工設備工業㈱
てらデンタルクリニック
鈴木菓子店
㈱NAGRACE

合計37件
（各区会の中に含まれています）

西部地区

黒川地区

●法人・団体会員のご紹介

5 令和３・１月



近所に知り合いもなく、それぞれが孤立して子育てをしているというのが多くの親たちの状況です。
助けがほしいときに遠慮なく「ちょっと助けて！」と声をかけられる人がいません。

かつて、地域には「みんなで子育て」がごく当たり前にありました。
空き地で子供たちは、大きい子も幼い子も群れて遊び、大人たちはみな

子供たちに目を届かせ、声をかけ面倒をみたものです。
子供たちは地域の人々の力を寄せてもらいながら育ちました。

そうした「地域の子育て力」が失われてしまった今日ですが、その一方で
育児支援を必要とする新しい状況が生まれています。

　　よいち社協が平成20年４月に設立した「子育てサポートセンター」の活動は、
まさにその現代版“みんなで子育て”の一つの形ともいうべきものです。
　　　　　　親たちが助けてほしいとき、困ったときに力を寄せてくれる、

親と共に歩んでくれる地域の心強い援助者です。

　　　　　　　 援助の輪は少しずつ広がりを見せていますが、まだまだ十分と
　　　　　　　 はいえません。子育て中のお父さんやお母さんが困ったときに
　　　　　　　 支えてあげる地域の心強い援助者（会員）を募集しています。

どうかあなたの力をお貸し下さい。

子育てサポート･センター
援助会員募集!

～ あなたの力と経験を地域の中で活かしませんか ～

子育てサポート･センター
援助会員募集!

・余市町内在住の方、
又は勤務地が町内
の方

・0～12歳（小６まで）
のお子さんがいる
保護者の方

事前打合せ

援助活動

利用料金支払い

（会員登録/年会費）
一口1，000円

・余市町内在住の方

・健康で援助活動に
理解と熱意のある
方

依頼会員 援助会員

子育てサポートセンター
【運営主体】よいち社協

【預かりは援助会員の自宅で行います】

援助活動の
依頼　　

援助依頼の
申し込み

事前の打合せを行ってから援助がスタートするので安心！　お気軽にお問合せ下さい

子育てサポート・センターのしくみ  【お問合せ時間】平日₉：00～17：00まで

●子育てサポートセンター

令和３・１月 6

～運営主体～

よいち社協
平成20年４月設

立

◦どんな時に利用できるの？
■保育所や幼稚園、放課後児童クラブなどの送迎
■習い事などの送迎
■通院、冠婚葬祭、リフレッシュなど外出時の預かり
■きょうだいの参観日や行事の際の預かりなど

◦対象地域	 余市町内
◦対象年齢	 ０～12歳（小学６年生まで）
◦利用料金	 ❖車での送迎が必要な場合、別途交通
	 　費（１回につき200円）がかかります。
	 ❖食事を希望する場合、別途食事代
	 （１回につき200円）がかかります。

（きょうだいは２人目以降半額です）

料　金 利用時間

１時間　600円 ₇：30～20：00

●川柳・俳句・短歌集　記録研究／記念誌等
　　企画－印刷－製本－発行　あらゆる印刷の相談は…

〒046－0004 北海道余市町大川町14丁目14番地

TEL㈹0135－23－4591/FAX 0135－22－3600



●2020ふれあいフォトコンテスト

令和３・１月7

11月17日表彰式

よいち社協

2020 入賞作品
決定

　今年で13回目を迎えたフォトコンテストは、家族との絆や、子育てを支
え合う様子、お年寄りの生き生きとした姿や生活の様子など、思い思いに
「きずな」をイメージした作品の応募がありました。
最終審査の結果次の各賞が選ばれ、11月17日表彰式を行いました。
ご応募ありがとうございました。（応募作品の一部を表紙にも掲載しております）

募集テーマ　「きずな」
○応募資格　余市町在住又は在勤の18歳以上の方

「
百
歳
ち
が
い
の
高
祖
母
様
と
」

北
島
敏
子
様

ふれあい大賞
（最優秀賞）

ドラマチック賞
（優秀賞２点）

審査員特別賞
（入賞２点）

【主催】余市町社会福祉協議会　【共催】よいち社協子育てサポート・センター

作品展示期間
（11月～２月）

中
央
公
民
館
、
保
育
所
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
富
沢
・

入
舟
）、北
海
道
信
用
金
庫

（
余
市
支
店
・
沢
町
支
店
）

な
ど

2020

「
わ
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し
は
お
母
さ
ん
」

亀
谷
　
哲
様

<

エ
ピ
ソ
ー
ド>

・
母
親
が
弟
の
付
き
そ
い
で
入
院
で
い
な
か
っ

た
の
で
、
お
姉
ち
ゃ
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が
張
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て
お
ん

ぶ
し
な
が
ら
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題
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
ぃ
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ば
あ
ち
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ん
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し
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‼
」
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隆
史
様

<
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・
な
か
な
か
会
え
な
か
っ
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ど
、
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に
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て
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し
そ
う
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<
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・
百
歳
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
玄
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（
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「
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」

野
島
　
悠
様
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ー
ド>

・
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し
ぶ
り
に
会
っ
た
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と
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達
と
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子
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た
。

「
初
め
て
会
え
た
ね
、

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

大
塚
真
琴
様

<エピソード>
・お正月の帰省で、夫の祖母に会い行った時の写真です。
夫が娘を抱き３人とも笑顔だったので撮影しました。
娘は初対面でした。



●インフォメーション

8令和３・１月

ご寄付いただき
　　ありがとうございました

令和2年10月～12月

⃝戸井会計事務所　取締役社長　安部 正昭様
　（小樽市入船4丁目5ー5）	 30，000円

皆様のご寄付は福祉のまちづくり推進のため、
有効に活用させていただきます。

手話は聴覚障害者にとって大切な「言語」です。
スマホやパソコンなどが広まったとしても、やっぱり大切なのは
人とひととが顔を合わせて話すことです。
聴こえる方の音声での会話と同じように、聴こえない方にとっては
手話がひとつの「会話」の手段です。
手話を理解する人が増え、手話をコミュニケーションの手段として活用
できることを広く知っていただくことで、障害の有無に関係なく誰もが
暮らしやすい地域になることへの大きな一歩になります。
興味のある方、ぜひ一度見学にきて下さい。

余市手話会
会員募集！ ～“手話”で楽しくコミュニケーションしませんか～

【主　催】余市手話会（Ｓ47．9設立）
【昼の部】毎週火曜日　10：00～12：00
【夜の部】毎週木曜日　19：00～20：30
【会　場】余市町中央公民館
　　　　 （月に１度福祉センター入舟分館）

【会　費】月額300円
【問合せ】事務局：柿本まで ☎22ー2537

１月６日（水）より通常業務となります。今年もよろしくお願い致します。

北海道コカ・コーラボトリング㈱ 様より
寄贈いただきました（社協から町内福祉施設へ贈呈）
　北海道コカ・コーラボトリング㈱様より、コカ・
コーラ製品の飲料水８ケース（192本）を寄贈いただ
きました。
　毎年、社会貢献活動の一環としてクリスマス時期
に合わせ、道内の社会福祉施設等へ寄贈されており
ます。
　よいち社協が関わっ
てから４回目となり、
寄贈いただきました飲
料水はすべて社協を通
じ、町内の各福祉施設
へ贈呈いたしましたの
でご報告いたします。


